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【改訂】第 1 版（2008-03-31）
【科目】生物有機化学 I

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科（生物コース）・4 年次
【担当教員】

友坂 秀之

【授業目標・教育方針】
・有機化学的な学習を通し、生物そのものや生物が作り出す現象についての基礎知識を得る。
・生体を構成する、炭水化物、たんぱく質、脂質、核酸などについて、それらの有機化合物としての性質を理解する。

【授業概要】
授業計画を参照のこと。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：「マクマリー有機化学」( 下 )　伊東・児玉・荻野・深澤・通　訳　（東京化学同人）
参考書：「マクマリー有機化学」( 上 )、( 中 )　伊東・児玉・荻野・深澤・通　訳　（東京化学同人）
　　　　「生物化学序説」　泉屋信夫・野田耕作・下東康幸著　（化学同人）
　　　　　その他生化学教科書

【成績評価方法】
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(1) 基礎工学の内容は，1) 設計・システム系科目群，2) 情報・論理系科目群，3) 材料・バイオ系科目群，4) 力学系
科目群，5) 社会技術系科目群からなり，各群から少なくとも１科目，合計最低６科目についての知識と能力
(2-c) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力

【授業計画】（授業名：生物有機化学 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 有機化学および生化学の基礎
（復習）

第 2 回 炭水化物（１） 炭水化物の分類、
単糖の立体配置と Fischer 投影式
D,L- 糖

第 3 回 炭水化物（２） アルドース
ヘミアセタール生成
変旋光

第 4 回 炭水化物（３） 単糖の反応
グルコースの立体化学と証明

第 5 回 炭水化物（４） 二糖および多糖
多糖の合成

第 6 回 炭水化物（５） その他の重要な炭水化物
細胞表面上の炭水化物

第 7 回 演習 炭水化物全般の復習
第 8 回 中間試験
第 9 回 アミノ酸・ペプチド・タンパク

質（１）
アミノ酸の構造と性質

第 10 回 アミノ酸・ペプチド・タンパク
質（２）

アミノ酸の合成、R,S- アミノ酸の分割

第 11 回 アミノ酸・ペプチド・タンパク
質（３）

ペプチドとタンパク質
ペプチドの共有結合

第 12 回 アミノ酸・ペプチド・タンパク
質（４）

ペプチドの構造決定
　( アミノ酸分析、Edman 分解、C 末端決定）

第 13 回 アミノ酸・ペプチド・タンパク
質（５）

ペプチド合成
固相合成

第 14 回 アミノ酸・ペプチド・タンパク
質（６）

酵素と反応機構

第 15 回 演習 アミノ酸・ペプチド・タンパク質についての復習
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